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めるとともに、中小企業が抱える技術課題に対するニーズと大
学が保有する技術シーズ、その両方からのアプローチで産学公
の連携強化を図り、産学公のネットワークづくりを支援します。

◇企業どうしの連携／京都光技術研究会
京都光技術研究会（Kyoto Photonics Society）は、光技術

を切り口として、企業連携による課題解決、新たな製品開発
テーマの立ち上げを目的とした活動を行っています。現在、会
員としては30社弱ほどが参加し、会長の北海道大学名誉教授
の山下幹雄先生を始めアドバイザとして学識経験者から計４名
の先生にも参加いただいております。研究会では、各企業の強
みとなる技術を持ち寄ってグループ化を図り、共同開発から事
業化を目指す「企業連携開発システムの実現」に取り組んでお
り、企業連携による新製品開発を支援していきます。また、各例
会では関連技術シーズ・ニーズを有する方の招聘登壇やミニ
講義等も開催しております。

引き続き、「光技術に関連することを幅広く習得したい方」、
「関連企業と連携を考えている方」、「他の企業、技術者と情報
交換や交流をしたい方」等、幅広く企業の皆様のご参加をお待
ちしています。

◇基盤人材の育成／
　現場で活用できる品質管理セミナー
当センターでは、ものづくり現場における生産管理能力・信

頼性の向上を目的として、無料で参加いただける品質管理セミ
ナーを例年開催し、多くの方に受講いただいております。令和６
年度は、基礎講座から上級講座まで、全９回のセミナーを（公
財）京都技術科学センターとの共催で開催しました。
企業経営にとって「品質」とは顧客満足度に直結する重要な

要素であり、トラブルを未然に防ぎ、より良いサービスを提供し
続けるためにも品質管理（Quality Control）の徹底は重要で
す。企業によっては品質管理検定(QC検定)等を活用して従業
員のスキルアップに取り組まれています。この講座では、「品質
とは何か？」といったことから始まり、各種分布に関する計算や
統計的仮説検定、工程能力指数、相関分析、実験計画法、管理
図など幅広くカバーしており、新入社員の方から中堅社員の方
まで幅広く学んでいただける講座となっております。令和２年
度からは、現地参加に加えオンラインによる受講も可能となっ
ております。令和７年度の開催の際にはぜひご参加ください。

◇人材育成と関係機関の連携
基盤技術の強化や技術者の育成、新事業展開の準備等の各

技術分野や、これからのものづくりに必要な技術者の技術力・
製品開発力等のスキル向上のための研究会やセミナー開催等
により、中小企業の人材育成を支援します。未来を拓くチャレン
ジ精神旺盛な多くの若手技術者を研究生・実習生として受け入
れて支援するなど地域経済の活性化にも貢献します。 
また、企業支援の充実を図るため、関係機関等との連携を進

支援サービスの具体例／人材育成技術
センターから

　当センターでは研究会やセミナー等を開催し、中小企業技術者の技術力、製品開発力等の向上を図っています。

◇所要経費等（一部・基本額）
依頼試験
熱分析／熱伝導率　1件11,220円
Ｘ線分析／蛍光X線／定性 1件8,400円
電子顕微鏡試験／二次電子観察 1件8,160円
機器貸付
波長分散型蛍光X線分析装置 1時間5,600円
分析型走査電子顕微鏡（観察＋元素分析）1時間5,610円
※令和7年4月料金改定予定

◇利用方法
依頼試験
1.事前打合せ
2.試験・分析依頼書の作成→依頼書の提出（手数料の支払）
3.試験・測定の実施（試料をお預け、試験実施）
4.結果報告（試験結果の説明を受け、データシート・試験後の 
試料等を返却してもらいます。必要に応じて成績書や技術ア
ドバイスを受けることができます。）　
機器貸付
1.事前打合せ（機器の利用状況等を確認、利用期間を決定）
2.申込書の提出
3.承諾書の交付
4.使用料の支払い
5.機器利用

◇セラミックヒートシンクの開発
家電メーカーからの依頼で電気オーブンの赤外線ヒーター

用セラミックス管を開発していた際に、従来から用いられてい
る石英ガラス管に比べて弊社セラミックス管の方が発熱体の
温度が低いにもかかわらず加熱物が美しく焼けることで、セラ
ミックス管を通じてスムーズに熱移動したことが分かりました。
この結果から、電子機器等の放熱部材に応用できるのでない
かと考え、本製品を開発しました。デバイスの熱を遠赤外線と
してヒートシンクの表面から放射させるため、大幅な小型化が
可能になりました。

◇冷却効果の技術相談、依頼試験、機器貸付等
技術センターには技術相談から依頼試験をお願いしました。

発熱体を設定温度になるように電流を印加し、発熱体及び放熱
板表面温度を測定し、放熱板の使用による放射放熱効果を確
認してもらいました。また、組成分析やセラミック結晶粒の観察
等についても試験してもらいました。また、波長分散型蛍光X線
分析装置、分析型走査電子顕微鏡（観察＋元素分析）等の機器
の貸付を受けて品質の確認を行いました。

◇照明以外の放熱材としての応用
電子機器の小型化や高密度実装が進む中で、電子部品や基

盤の放熱対策の重要度は増しています。パワー半導体モ
ジュールの筐体用ヒートシンク、屋外監視カメラのヒートシンク
など、フィン型ヒートシンクなどが使いにくい狭い空間や高所
などで活用できます。また振動や騒音もなくなり、ノイズ対策
も不要になるため小型電子機器やノートパソコン、車載用電子
機器の電源部やCPU部用のヒートシンクとして応用展開を進
めています。

西村陶業株式会社支援サービスの
成果事例

企画連携課

▲集合研修時の講義風景（現在はweb併用形式で開催）
▲企業連携開発システム（段階的活動）のイメージ

現場で活用できる品質管理セミナー
（令和6年度 実施概要）

利用企業の声

放熱性に優れた高放射率のセラ
ミックは、LED照明用のヒートシン
クとして採用され、東京スカイツ
リーのLEDランプの熱放射板とし
て利用されています。

フェーズⅠ
擦り合わせと
グループ化

フェーズⅡ
グループごとに
共同開発

フェーズⅢ
製品化技術の向上と
事業化

手数料一覧

機器一覧 
（料金表）

　西村陶業（株）は大正7年（1918）創業で、電磁器（碍石）の製造を長年行ってこられ、現在は長年培ったセラミックス製造ノウハウに
より、医療装置用・分析装置用セラミックスの製造を行っておられます。
　技術相談から依頼試験、機器貸付を活用し、セラミックヒートシンクを開発されました。
　実際にいただいた声をご紹介します。

がいし

人材育成

京都光技術研究会

西村陶業株式会社
●所　在　地／京都市山科区
●事 業 内 容／セラミックスの製造販売
●ウェブサイト／https://nishimuratougyou.co.jp/
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